
 

 

 

 

 

 

 

 
 新しい一年が始まりました！楽しいイベント満載の冬休みを過ごした子供たちは、気持ちも新たに元気い

っぱいに学校生活をスタートさせています。今回は昨年お伝えしきれなかったこれまでの活動の様子をお伝

えします。多くの皆様に御協力いただき、子供たちは充実した学びの場を得ることができました。 

「いずみっこ応援団‼」の活動も今年度は残りわずかとなりますが、御協力よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いずみっこ応援団‼ 
～学校と地域が手を取り合って～ 

令和７年 1月 20日発行 

泉小学校コミュニティ・スクールだより 

(Vol.16) 

Ｒ6年度 第４号 

★☆★ あいさつ運動 ★☆★ 

★☆★ ３年 見つけよう 私たちがすむまちのひみつ（総合） ★☆★ 

 

 

 

 11 月 11 日からの 2 週間、あいさつ運動が

行われました。朝のお忙しい時間帯に御協力い

ただきまして、ありがとうございました。 

 6 月以来の個別登校ということで、仲の良い

友達同士で登校するのを楽しみにしていた子

も多かったようです。今回は期間が長かったた

め、友達との待ち合わせ場所まで付き添ってく

ださったり、途中まで一緒に歩いてくださった

りした御家庭もありました。待ち合わせの際の

決めごとなど、子供たちだけでは行き違いや勘

違いが起こることもしばしば。おうちの方と一

緒に時間や場所を確認し、無事に合流した友達

と安心した顔で登校していく子供たち。そし

て、その後ろ姿に「いってらっしゃい」と声を

掛けてくださる地域の方々。学校と家庭と地域

の連携というものを体現したような朝の風景

でした。 

 

地域について学習中の３年生。今回は和合町在住で三嶋

神社氏子総代でもある松本貞司様に地域の川と神社につい

てお話ししていただきました。 

 三嶋神社の歴史について分かりやすく説明してくださ

り、子供たちの率直な質問にも総代様らしい深いお答えを

頂きました。段子川と権現谷川についても、写真を基にそ

の違いを教えていただきました。子供たちは興味津々にお

話を聞きつつ、環境整備と自然体系の保全という問題にも

思いを巡らせたようでした。実際に地域の為に活動されて

いる方から直接お話を聞くことで、子供たちもより深い学

習をすることができました。 

★☆★ ２年 みんなでつかうまちのしせつ（生活科） ★☆★ 

 

 

２年生は城北図書館へ施設見学に行ってきまし

た。図書館までは車通りも多く自転車や歩行者も多

い道ですが、ボランティアの方々が付き添ってくだ

さったおかげで子供たちは安全に移動することが

できました。 

 図書館では点字版、英語版の絵本などを見せてい

ただいたり、図書館の中を案内していただいたりし

ました。ボランティアの方々は、子供たちが説明を

聞きつつ手元に回って来た本を確認したり、他の来

館者の方の迷惑にならないように見学するために、

その都度さり気なくサポートに入ったりしてくだ

さいました。子供たち皆がしっかり見学できるよう

にと、常に気を配ってくださるおかげで充実した施

設見学となりました。 

次回のあいさつ運動は2 月 25 日～3月 7 日です。 

御協力よろしくお願いいたします！ 
 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

  

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★☆★ ４年 福祉体験（総合） ★☆★ 

★☆★ ５年 地域の防災について調べよう（総合） ★☆★ 

 

コミュニティ・スクール『いずみっこ応援団!!』 

公式 LINE VOOMにて活動記録を配信中！ 
                  ぜひ御覧ください！！ 

 

公式 LINE はコチラ➜     ※QR コードを読み込み、友達追加をすると御覧になれます。 

4 年生の福祉体験、今年は福祉車両と目の不自由な方の生

活について学びました。泉在住の新村友得様には車椅子に座

ったまま車に乗せることができる福祉車両について実演と

共にお話していただきました。車椅子に乗る人、介助する人

を決め、実際に体験もさせていただきました。目の不自由な

方の生活では、森町在住で鍼灸マッサージ師をされている鈴

木正敏様にお話を伺いました。普段の生活や仕事に関して子

供たちからの様々な質問に答えていただき、白杖や点字板、

音声スマホなども実際に触らせていただきました。 

介助する側、介助を必要とする側、双方の立場からの声を

聞き、実際に体験してみたことで子供たちにはたくさんの気

付きがあったようです。また車椅子や白杖を試す友達の先に

ある障害物をさっと動かす姿には、子供たちのもつ純粋な優

しさが表れていました。「福祉とは？と難しく考えなくても、

今みたいな優しさを目の前の相手に向けてくれたらいいん

だよ。」という言葉に、はにかんだ子供たちの表情が印象的

でした。 

 

★☆★ 2 年 まどからこんにちは（図工） ★☆★ 

 

 地域の防災について学習中の 5 年生は、校内の防

災倉庫の見学、防災講話、防災の観点から地域を回

る防災散歩と様々な形で知識を深めています。今回

もお世話になったのは、泉自治会の鈴木会長、山口

様、赤堀様、和合町自主防災隊防災コーディネータ

ーの松山様、和合町自主防災隊ポンプ隊岩瀬隊長、

浜松市役所地区防災班員の坂井様です。 

 防災倉庫の見学では、校内の３戸の倉庫の中身を

確認し、実際に簡易トイレを組み立てました。防災

講話では「自助、公助、共助、そして近助(近所)」と

いうお話を聞き、地域の一員という意識の大切さを

再認識しました。そして防災への意識が高まったと

ころでいざ防災散歩へ。消火栓の場所や災害時には

通行不可の可能性がある道の確認や、ライフライン

の確保についてなど様々な観点からのお話を伺い

ながら地域を回りました。 

 これらの学習のまとめとして子供たちは冬休み

に各自防災マップを作成しました。災害は起こらな

いに越したことはありませんが、いざというときに

はこの学習が役立ってくれることと思います。 

２年生はカッターを使って作品製作をしました。

初めてカッターを使用する子も多く、握り方や刃の

角度などに悪戦苦闘する子供たち。本人たちのやる

気を削がないように正しい使い方に導くのは簡単

ではありませんが、そこはさすがのボランティアの

皆さんです。必要なサポートが声掛けなのか手助け

なのか、すぐに見極めて子供たちが楽しく製作でき

るよう気を配ってくださいました。窓を切り開いた

厚紙を円柱形やつづら折りにする作業も、子供たち

の小さな手では難しい所もありましたが、ボランテ

ィアの方々が子供たちの要望をしっかり聞きなが

らお手伝いしてくださったおかげで、思いどおりの

作品に仕上がったようです。 

 

防災倉庫 

防災講話 

防災散歩 


